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シンポジウム1

脳卒中・循環器病対策基本法成立で何が変わるのか

　　　座長 岡 田　 靖† 第73回国立病院総合医学会
(2019年11月９日　於　名古屋）
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要 旨 超高齢社会の進展の中で，脳卒中・循環器病患者はますます増加している．その中で
2018年12月，脳卒中・循環器病対策基本法が公布され，今後，私たちの社会や医療の

何が変わるのかが注目されている．本シンポジウムは健康寿命の延伸と新たな地域共生社会が求
められる現代において，医療や患者支援に関わる４分野の演者が基本法への期待と私たちがなす
べきことについて発表したものである．
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　2018年12月に「健康寿命の延伸等を図るための脳
卒中，心臓病その他の循環器病に係る対策に関する
基本法」（通称；脳卒中・循環器病対策基本法）が
公布され，これまで脳卒中および心臓病その他の循
環器疾患の医療にかかわってきた多くの医療者や後
遺症を抱えている患者・家族から多くの期待が寄せ
られている１）．脳卒中・循環器病対策基本法の成立
は日本脳卒中協会関係者や患者・家族の皆様の10年
越しの悲願であり，さまざまな経緯を経て成立した．
その過程では日本脳卒中学会と日本循環器学会とが
協力して，2016年に脳卒中・循環器病克服５カ年計
画を策定し，医療行政とともに健康寿命の延伸を大
目標に脳卒中・循環器病対策の方向性を示し活動し
てきたことも本法案の成立に大きく寄与している．
現在，国の循環器病対策推進基本計画を策定中であ
り，計画が定まれば次はそれぞれの都道府県におい
て，関係者から構成された都道府県循環器病対策推
進協議会の意見に基づいて都道府県循環器病対策推

進計画が立案され，そこから行政，医療保険者，保
健・医療・福祉従事者，救急隊，患者・家族やその
支援者が具体的な活動を実践していくことになる．
本法案には大きく８つの施策があり，そのひとつ一
つに魂をいれて積極的な活動に繋

つな

げていかねばなら
ない．
　今回，第73回国立病院総合医学会の企画として，
本法の成立で何が変わるのかというテーマで本シン
ポジウムが企画され，脳卒中協会，循環器医療者，
脳卒中看護，患者家族支援団体の４つの分野のシン
ポジストから以下の発表があった．
１．脳卒中・循環器病対策基本法成立で何が変わる

のか？　脳卒中診療の立場から
　　中山博文　公益社団法人 日本脳卒中協会
２．循環器疾患治療の立場から
　　赤尾昌治　国立病院機構京都医療センター
３．患者をつなぐ−脳卒中診療に携わる看護師の立

場から考える−

国立病院機構九州医療センター　脳血管・神経内科，公益社団法人日本脳卒中協会福岡県支部長　†医師
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